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?????? 　中国語は中国文化の伝達手段であ
ることから、中国語を詳細に分析することによって、中国の文化の一端が伺うことができる。例えば「男尊女卑」という四字熟語は女性 社会地位の低さを表している。しかし、この四字熟語は管見の限りで 、元曲で初めて使われている。な ば元代になってこの考えが定着するようになったと言えよう。そもそも古代中国人の世界観では、宇宙 陰陽対照で構成されており「すべての時間の始まりは天から、すべて 生命の始まりは地から」と考えた。そし女性が出産することから、 「地」と同じであり、 「陰」である。一方男性は女性の対照として、 「天」であり、 「陽」である。陰と陽、女性と男性、これらは古代中国人の宇宙観によれば 単純に宇宙の構成の一部として存在し、特に尊卑の分け方
はなかったようである。しかし残念なことに、後の時代では強力な封建社会・父権社会であるため、天地の自然な上下地位が利用され、 「男尊女卑」の言葉が作られてしまった。
　では古代中国語から男尊女卑の具
体例を見ていきたい。女扁の漢字には否定的な意味を表わす文字が多い。 「奴隷」 の 「奴」 、 「嫌気」 の 「嫌」 、「妖怪」の「妖 など枚挙に暇い。また漢
 許慎 『説文解字』 では 「婦
 
服なり」と、つまり「婦とは服従である」という記事が見える。女性を褒めるものもあるが、内容は女性の外観の美しさを描写するのみである。例えば李延年「羽林郎」には「
娉ほう
てい
（美しいさま） 」という語が
見られ これは男性 審美観に適う、美しい物として描写 れてい言葉に過ぎない 宋代に下 と男尊女卑の考えが朱子学の影響でますま
す広がって、女性の地位も更に低くなった。 「三綱五常」という言葉もその時代の象徴の一つと見られる。君臣・父子・夫婦の道である三綱は夫と妻の主従関係を明確に規定した。
　幸い中華人民共和国になって、農
村・都市の区別無く男女平等の意識が広まった。それは毛沢東の「婦人は天の半分をささえている」というスローガンによって、多く 女性は社会を出て、積極的に自分の才能を発揮しながら社会へ貢献するようになった。目下、中国女性は各業界で活躍している。女性の学者 政治家も少なくない しかしここで改めて言語学の観点から見ると面白い現象が生じている。 トイレ ど 必ず 「男子トイレ」 ・ 「女子トイレ」のよう平等に両方限定語の「男子・女子」を使うが、 「部長（大臣） 」という単
語の前に「女」という限定語がなければ、男性の政治家を指すことになる。実はこれは言語の「文化デフォルト」
(cultural default) という規則
により発生した現象である。つまり社会的な共通する概念として、言わなくてもその言葉 か浮かべないという言葉意味 対しての連想(sem
antic coherence) である。わざ
わざ「女」という限定語を加えなければ、 部長（大臣） 」 ような社会地位の高さに位置する人は かなか女性であることを連想できない現象は、女性の社会地位に関わ 問題が現在に於いても伺えるのである。
　いつか男性も女性も同じ人間とし
て自分の好きな生き方を自由 選択できる日が来たら、言葉もまた同様に変化を起こすことになるかもしれない。?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
2010年
11月15日
月曜日
